
 

 

６月１１日(水)、午後６時～７時に北とぴあ１７階のビュー＆キッチン クアドにて、第２４

回通常総会が開催されました。今号の「ＲEＲＡ（リラ）Times vol．６」では、総会報告と、

「水素エンジン その２」を特集いたします。 

私たちは、SDGs目標達成に向け、限りある地球資源を引き継いでいくため、地球環境の

負荷を減らすライフスタイルヘの転換をめざし、地域で行動していきます。 

■政策提案その１ 

ゼロカーボンシティ構築に向け水素の活用を促進する。 

このことについて、八上康雄理事と東京都市大学工学部機械工学科教授の伊東明美氏

から「水素エンジンの実用化」について提案がありました。『リラ Times vol２』で

も説明していますが、今号裏面もご覧ください。今後、活動機構としては、区に提案

をしていきます。 

■政策提案その２ 

 「食のリサイクル」の構築に向けて地産地消を推進する。 

  このことについて、尾関和子理事と正会員の古賀由希子氏より提案の説明がありま

した。かつて活動機構は、学校給食の残渣を堆肥にして群馬県の甘楽町で有機野菜

を作って、それを北区で販売していた時期がありました。今後は『北区にコミュニ

ティファームを作りましょう』を目指して区に提案していきます。  

■アドレスは recycler3196＠outlook.jp  皆さまからの提案をいつでもお待ちしています。  

 

 

今年度、新たに取り組む２つの政策提案事業 
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総会は、定刻通り午後６時に開始しました。司会は 

宮川美一氏。小笹悦子理事長のあいさつに続いて、 

定足数が発表されました。正会員総数２４名中、１４名 

出席、５名委任状の合計１９名となり定款２５条による 

開催定足数、正会員総数の２分の１以上を満たしてお 

り、本総会は成立しました。続いて白岩志津子理事が 

議長に選出され、また、議事録署名人として阿部一男 

理事と尾関和子理事の 2名が発表されました。 

なお、提出議案については、若干の質疑応答の後、 

満場一致で全てをご承認いただきました。 

ＨＰ：www.kitakurecycler.or.jp 

 

きたく RERA（リラ）Times ＶＯＬ．６ 

 

  

新たな気持ちでスタートしたセカンドステージの総会。 

やまだ加奈子北区長よりご挨拶をいただきました。 

 

   

https://www.bing.com/ck/a?!&&p=6ac2d7fe124df153JmltdHM9MTY5MjY2MjQwMCZpZ3VpZD0wOWI0NTFlMi00MjZmLTZlMjUtMzdlZC01Y2JiNDM1NTZmNDgmaW5zaWQ9NTE5MQ&ptn=3&hsh=3&fclid=09b451e2-426f-6e25-37ed-5cbb43556f48&psq=%e5%8c%97%e5%8c%ba%e3%83%aa%e3%82%b5%e3%82%a4%e3%82%af%e3%83%a9%e3%83%bc%e6%b4%bb%e5%8b%95%e6%a9%9f%e6%a7%8b%ef%bc%a8%ef%bc%b0&u=a1aHR0cDovL3d3dy5raXRha3VyZWN5Y2xlci5vci5qcC8&ntb=1


2011.03.11 東日本大震災で福島原発が津波

により崩壊し放射能が大量に洩れ周辺を壊滅的に

汚染させた記憶はまだまだ新しいものと思います。

この時、特に原発周辺の森林は放射性物質の滞留

によりその森林を伐採し新しい植林を行う事にな

りました。実はここで伐採された汚染樹木の量は半

端なく、これをどう処理するかが問題になりました。   

 そのプロジェクトの一つとして産官学による汚染

森林のバイオガス化から発電までをする事を福島

県の民間業者、環境省、そして私たち東京都市大・

内燃研がそれに取り組みました。 

プロジェクトは一定の成果を収め約 25KWh  

（約家庭 5 軒分）の電力を得るところまで行きまし

た。この時は汚染樹木を除染しそのうえでこの木

材をペレット（木材チップを更に細かくし、小さな塊

にしたもの）化しこれをガス化させてエンジンに供

給し発電機を回して電力を得る仕組みです。 

あいにく直後のコロナ禍によりプロジェクトの継

続は一旦断たれました。この方法による電力製造

についてはドイツでは結構普及しており似た国情

の日本でもできるのではという目論見でした。（こ

のお話は「第９９回明日塾」の講演で行いました） 

静岡県・袋井という処ではメロン農家が多くあり

そのメロン収穫の後、大量の葉や茎が廃棄物とし

て発生します。これをバイオ発酵させてメタンガス

を作り、それでエンジンを回し発電するというもの

です。ここでなぜ一方では単純にこの残渣を燃や

してタービンを回し発電している場所もあるのに、

わざわざエンジンで発電する必要があるの？と思

われる方も御在りかと思います。（ここではタービ

ンとエンジンを別物として表現しています）タービン

で発電する施設は巨大で小さな場所・地域でいわ

ゆる地産地消には本来向きません。ですからドイツ

でも民間レベルでの小規模な発電システムとして

このエンジンによる発電が普及しました。 

これ以外にも養豚場から出る糞からメタンを抽

出したり、梅の実から梅干し等を作ったりする際に

出る残渣物から、やはりメタンを抽出発電するなど

現在、色々なエネルギーを有効利用する方法が身

近にあります。 

当機構では「食のリサイクル」の構築に向けて地

産地消を推進し、「北区にコミュニティファームを作

りましょう」を掲げています (表面参照)。 

いつの時代も自然に近い農・林業と見かけは一

番自然から遠い工業的プロ

ジェクトとどこかで接点を見

つけ出して人の生活を潤す

ことができればとても幸せな

ことですね。    

    八上康雄 

 

汚染森林のバイオガス化 

メ ロ ン の 発 電 

リラ Times（Vol.2）で水 

素エンジン車についてお 

話しいただいた東京都市 

大学内燃機関工学研究室 

の八上康雄さんに、今回 

は興味深い２つのプロジ 

ェクトのお話をしていた 

だきました。 

 

 

  

八上康雄（やが

みやすお）さん 

 

 

福島で実施された除染後の森林樹木から
発電する施設 


